
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
世
界
的
な
拡
大
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
も
社
会
経
済
活
動
に
深
刻
な
影
響
を

被
る
な
ど
大
き
な
試
練
の
只
中
に
あ
る
。
こ
の
逆
境

を
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し

持
続
可
能
で
強
靭
な
経
済
社
会
へ
と
発
展
し
て
い
く

た
め
に
、
経
済
界
同
士
の
連
携
を
一
層
加
速
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
経
団
連
は
２
０
２
０
年

11
月
６
日
、
東
京
と
海
外
を
繋
ぎ
、
第
11
回
ア
ジ

ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
を
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
開
催
し
た
。
経
団
連
が
提
唱
し
、
２
０
１
０
年

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
同
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
ア

ジ
ア
の
主
要
国
・
地
域
の
経
済
界
の
ト
ッ
プ
が
一
堂

に
会
し
、
時
々
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施

し
、
共
同
声
明
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
12
の
国
・

地
域
か
ら
14
経
済
団
体
（
注
１
）の
首
脳
が
参
加
し
た
今
次
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
を
取
り
上
げ
、
参
加
国
・
地
域
の
知
見
を
共
有

し
た
。
ま
た
、
経
済
回
復
に
向
け
て
「
通
商
政
策
」

「
イ
ン
フ
ラ
」「
デ
ジ
タ
ル
化
」「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
４
つ
の
テ
ー
マ
を
巡
り
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。

西
村
康
稔
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣 

（
経
済
財
政
政
策
）か
ら
日
本
政
府
の 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
き
説
明

　

開
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
西
村
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
よ
り
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
た
。
大

臣
か
ら
は
、
我
が
国
政
府
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
策
と
経
済
政
策
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

た
。
経
団
連
と
し
て
も
政
府
と
連
携
し
、
感
染
防
止

対
策
と
経
済
活
動
を
両
立
す
べ
く
、
各
種
政
策
提
言

の
取
り
ま
と
め
と
発
信
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど

を
通
じ
た
事
業
活
動
の
効
率
的
な
遂
行
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
新
た
に
し
た
。

ウ
ィ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期
に
お
け
る 

各
国
・
地
域
の
取
り
組
み

　

各
国
・
地
域
は
、
感
染
拡
大
防
止
と
経
済
活
動
再

開
の
バ
ラ
ン
ス
を
追
求
す
る
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
予
断
を
許
さ
な
い
情
勢
に
あ
っ
て
、
参

加
者
か
ら
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ト
ラ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
、
先
駆
的
な
感
染
拡
大
防
止
策
が
紹
介
さ

れ
た
。
ま
た
、
財
政
出
動
、
企
業
支
援
策
、
雇
用
対

策
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
政
策
が
実
行
さ
れ
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
参
加
者

第
11
回
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

─
ウ
ィ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
戦
略
と
ア
ジ
ア
に
お
け
る
協
力
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

審
議
員
会
議
長

野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
特
別
顧
問

古こが
賀 

信のぶゆ
き行
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
が
国
企
業
に
は
ア
ジ
ア
の
多

様
な
業
種
・
規
模
の
企
業
と
の
「
協
創
型
Ｄ
Ｘ
」
を

推
進
し
、
互
い
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
強
靭
で

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
参
加
国
・
地

域
か
ら
気
候
変
動
へ
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
官

民
が
と
も
に
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
と
の
認
識

が
示
さ
れ
た
。
経
団
連
と
し
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
に
資
す
る
革
新
的
技
術
に
加
え
て
、
脱
炭
素
社

会
へ
の
移
行
に
必
要
な
技
術
の
開
発
・
実
装
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
を
金
融
面
か
ら
後
押
し
す
る

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
ア
ジ
ア
の
経
済

界
と
協
力
し
て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
討
議
の
内
容
を
踏
ま
え
、
共
同
声

明
を
取
り
ま
と
め
た
（
注
３
）。
今
次
サ
ミ
ッ
ト
は
、
ア
ジ
ア

の
経
済
界
が
一
丸
と
な
っ
て
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
、
地

域
の
成
長
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
多
く
の
視
座
を

提
供
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

経
団
連
と
し
て
は
引
き
続
き
、
同
サ
ミ
ッ
ト
等
を

通
じ
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
と
の
経
済
交
流
を
促
進
し
、

地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
。

課
題
を
克
服
し
経
済
回
復
を
図
る
た
め
の 

方
途
を
テ
ー
マ
ご
と
に
議
論

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
強
靭
な
経
済
社
会
の

構
築
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
鍵
を
握
る
の
は
何
か
。

今
次
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
４
つ
の
主
要
テ
ー
マ
を
巡
り

議
論
を
深
め
た
。
ま
ず
、
通
商
政
策
に
つ
い
て
、
自

由
で
開
か
れ
た
国
際
経
済
秩
序
の
再
構
築
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
た
。
貿
易
摩
擦
と
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
生

じ
た
保
護
主
義
の
動
き
に
対
し
て
、
参
加
者
は
一
様

に
大
き
な
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。
必
要
な
改
革
を

行
っ
た
う
え
で
多
国
間
枠
組
み
と
し
て
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て

は
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
注
２
）（
地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携
）や
将
来

の
加
盟
国
拡
大
を
含
む
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ

ー
ト
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
）を
通
じ
た
経
済
連
携
の
一
層

の
推
進
、
貿
易
投
資
の
円
滑
化
、
人
の
往
来
の
早
期

再
開
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
。
参
加
者
か
ら
は
、

道
路
や
鉄
道
、
港
湾
な
ど
の
社
会
基
盤
を
充
実
さ
せ

て
国
境
を
跨
ぐ
連
結
性
を
高
め
る
こ
と
で
地
域
全
体

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
強
化
さ
れ
、
成
長
が
も
た

ら
さ
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
企
業

の
優
れ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
に
対
し
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら

れ
た
。
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
工
事
の
遅
延
や
中

断
に
対
応
し
つ
つ
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
あ
た
り
、
生
産
性
向
上
や

社
会
全
体
の
最
適
化
も
視
野
に
、
各
国
・
地
域
が
連

携
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
社
会
実
装
に
取
り
組
ま
な

（
注
１
） �

経
団
連
、
中
国
企
業
連
合
会
、
中
国
国
際
貿
易
促
進
委
員
会
、

イ
ン
ド
工
業
連
盟
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議
所
、
全
経
連（
韓

国
）、
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
経
済
委
員
会
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
商
工
会

議
所
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
経
済
委
員
会
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
団

連
、
東
亜
経
済
協
会（
台
湾
）、
工
商
協
進
会（
台
湾
）、
タ
イ
商

業
・
工
業
・
金
融
合
同
常
任
委
員
会
、
ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議
所

（
注
２
） �

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
：
２
０
２
０
年
11
月
15
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
会
合
で
15
カ
国
が
署
名
し
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
３
割

を
占
め
る
巨
大
経
済
圏
が
誕
生
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

（
注
３
） �

詳
細
は
、http://w

w
w
.keidanren.or.jp/policy/2020/106.

htm
l

参
照

は
経
済
回
復
を
図
る
た
め
、
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
推
進
が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
と
の
認
識
で
一
致
し
た
。
ア
ジ
ア
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
捗
は
各
国
・
地
域
で
異
な
り
、

我
が
国
も
急
ぎ
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
野
が

あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
、
ア
ジ
ア
が
連
携
し
て
新
た
な
経
済
社
会

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
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